
























































































































































































































授業項目 具体的な授業内容項目 看護学概論 看護学原論
看護学について 看護学とは 6(7%) 5(16%)
看護学の５概念 1(1%) 0
（人間・環境・社会・看護目標・看護実践）
看護の歴史について 看護の歴史（看護史） 79(87%) 21(66%)























生活について 生活の概念 8(9%) 2(6%)
生活行動とは何か 1(1%) 0
暮らしの概念 1(1%) 0
看護の対象について 看護の対象 12(13%) 4(13%)
家族 7(8%) 0
個人・家族・集団・地域社会 8(9%) 5(16%)








対象との人間関係について 援助的人間関係について 10(11%) 3(9%)
対象との対人関係 0 1(3%)
対象との人間関係 0 1(3%)




看護の機能と役割について 看護の機能と役割 1(1%) 17(53%)
健康レベルからみた看護の役割 3(3%) 0
特定行為 1(1%) 0
看護援助について 看護援助とは何か（概念） 1(1%) 0
看護援助の要素 0 1(3%)




看護の場について 看護サービスの提供の場 51(56%) 7(8%)
看護の場と看護活動 11(12%) 0
看護活動について 看護活動とは何か（概念） 9(10%) 3(9%)
看護活動の実際 7(8%) 0


























看護記録について 看護記録 4(4%) 2(6%)
看護技術について 看護技術とは（概念） 12(13%) 7(8%)
看護技術を実践するプロセス 2(2%) 0
看護専門職について 看護専門職とは 4(4%) 2(6%)
看護職者の責務 8(9%) 1(3%)
看護専門職に求められる基本的な力 0 2(6%)
看護制度について 看護に関連する諸制度 14(15%) 2(6%)
看護制度 8(9%) 4(13%)
看護と法について 保健師助産師看護師法 14(15%) 5(16%)
看護と法 37(41%) 13(41%)
看護における法的責任 4(4%) 17(53%)













地域包括ケアについて 地域包括ケアシステムの概念 6(7%) 1(3%)
地域包括ケアシステムにおける看護の役割 3(3%) 0











今後の看護学の展望について 看護学の発展の方向性 5(5%) 0
社会と看護について 看護に対する社会的ニーズ 0 1(3%)
看護を取り巻く社会情勢 0 2(6%)
看護教育について 看護教育制度 30(33%) 4(13%)
看護（学）教育 10(11%) 2(6%)
看護研究について 看護研究 5(5%) 2(6%)
研究と倫理 1(1%) 0
実践・研究・理論について 看護における実践・研究・理論の関係 3(3%) 3(9%)











看護行政・政策について 看護行政 3(3%) 3(9%)
看護政策 7(8%) 3(9%)
国際看護について 国際看護 12(13%) 2(6%)
国際協力活動 4(4%) 0
国際化と看護 3(3%) 0
医療安全について 医療安全 23(25%) 6(19%)
医療事故について 医療事故 5(5%) 0
医療事故と法的責任 4(4%) 0
災害看護について 災害看護 12(13%) 2(6%)







授業項目 具体的な授業内容項目 看護学概論 看護学原論
看護の歴史について 看護の歴史（看護史） 79(87%) 21(66%)





看護の主要概念について 健康の概念 20(22%) 14(44%)
健康の定義 32(35%) （２０％未満）
環境の概念 （２０％未満） 8(25%)
対象理解について 対象の理解 42(46%) （２０％未満）
統合体としての人間 （２０％未満） ７(22%)
人間の発達とライフサイクル 40(44%) 10(31%)
看護の機能と役割について 看護の機能と役割 73(80％） 17(53%)
看護の場について 看護サービスの提供の場 51(56%) （２０％未満）
看護理論について 主要な看護理論 67(74%) 19(59%)
看護実践と看護理論（中範囲理論） 19(21%) 21(66%)
倫理について 看護倫理 70(77%) 16(50%)
看護の方法について 看護過程 29(32%) 9(28%)
看護と法について 看護と法 37(41%) 13(41%)
看護における法的責任 （２０％未満） 17(53%)
ヘルスサービスの提供に 保健・医療・福祉システム 26(29%) （２０％未満）
ついて 保健・医療・福祉システムにおける看護の役割 40(44%) （２０％未満）
チーム医療 19(21%) （２０％未満）
今後の看護の展望について 看護の課題と展望 31(34%) （２０％未満）
看護教育について 看護教育制度 30(33%) （２０％未満）
看護管理について 看護職者の教育とキャリア開発 18(20％） （２０％未満）
医療安全について 医療安全 23(25%) （２０％未満）
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Ⅴ　考察
１　「看護学概論」「看護学原論」の授業内容の実
態について
　表１より「看護学概論」「看護学原論」の授業内
容の実態を全体的にみてみると、「看護学概論」と
「看護学原論」でカテゴリー化を図った授業項目
数38、具体的な授業内容項目数151のうち、「看護
学概論」の授業項目数は37、具体的な授業内容項目
数は131、「看護学原論」の授業項目数は36、具体
的な授業内容項目数は94であり、「看護学概論」と
「看護学原論」で共通していた授業項目数は35、共
通していた具体的な授業内容項目数は74であった。
このことから、授業項目に分類された具体的な授業
内容項目に違いはあっても、授業構成の根幹となる
授業項目という視点でみた場合、「看護学概論」と
いう科目名であっても「看護学原論」という科目名
であっても授業構成にほとんど違いはないといえ
る。
　ここで、授業構成の詳細を授業項目と具体的な授
業内容項目を合わせてみてみる。まず、すべての授
業項目のなかで20％以上の具体的な授業内容項目を
含む授業項目をみてみると、「看護学概論」「看護
学原論」での共通項目は、「看護の歴史について」
「看護について」「看護の主要概念について」「対
象理解について」「看護の機能と役割について」
「看護理論について」「倫理について」「看護の方
法について」「看護と法について」であることか
ら、「看護学概論」にも「看護学原論」にも、看護
の本質を明らかにすることに関する授業内容は含ま
れているといえる。
　次に、「看護学概論」のみが20％以上の具体的な
授業内容項目を含む授業項目をみてみると、「看護
の場について」「ヘルスサービスの提供について」
「今後の看護の展望について」「看護教育につい
て」「看護管理について」「医療安全について」で
あったが、20％未満ではあっても「看護学原論」に
もこれらすべての授業項目と具体的な授業内容項目
があったことから、「看護学原論」にもこれらの授
業内容は含まれているといえる。
　さらに、20％以上の具体的な授業内容項目数を
みると151項目中「看護学概論」は24、「看護学原
論」は15、20％未満の具体的な授業内容項目数を
みると151項目中「看護学概論」は107、「看護学原
論」は80、０％の項目数をみると151項目中「看護
学概論」は20、「看護学原論」は56であった。この
ことから、授業項目という授業構成上の違いはなく
ても、具体的な授業内容項目という視点でみると、
「看護学原論」より「看護学概論」の方が授業内容
は、多岐にわたっているということができる。
　しかし、「看護学概論」のみが20％以上の具体的
な授業内容項目を含む授業項目すべてにおいて、
20％未満ではあっても「看護学原論」でも「看護学
概論」と同様の具体的な授業内容項目があること、
20％未満の具体的な授業内容項目数が「看護学概
論」が107に対して「看護学原論」は80であること
から、「看護学概論」ほどではなくても、「看護学
原論」の授業内容も多岐にわたっているといえる。
　ここで、このような授業内容の実態に関係してい
ると思われる「看護学概論」と「看護学原論」のテ
キストをみてみる。「看護学概論」のテキストの目
次6）7）8）をみてみると、今回明らかになった授業項
目や具体的な授業内容項目と目次はおおよそ同じ
であった。また、「看護学原論」のテキスト目次9）
をみてみると、今回明らかになった授業項目や具体
的な授業内容項目には目次以外の項目が含まれてい
た。
　このことから、「看護学概論」においては、「概
論」という言葉の意味する看護学を概観するうえで
知っておく必要があると思われる概念に焦点をあて
た授業内容になっているが、「看護学原論」におい
ては、「原論」という言葉の意味する看護の本質を
明らかにすることに焦点をあてた授業内容以外の授
業項目を含んだ授業内容になっているといえ、その
結果、「看護学概論」と「看護学原論」は同じよう
な授業内容になっているものと思われる。この背景
には、「概論」という概念と「原論」という概念に
対する認識の低さがあるものと思われる。
　次に、今回明らかになった授業項目のなかに「看
護学概論」においても「看護学原論」においてもカ
リキュラム上「科目名」として設定されることの多
い授業項目「コミュニケーションについて」「対象
との人間関係について」「看護の方法について」
「医療安全について」「医療事故について」「災
害看護について」「国際看護について」「看護管理
について」「看護研究について」「社会保障制度に
ついて」があった。これらの授業項目については、
カリキュラムを全体的にみて、その「科目名」のカ
リキュラムにおける位置づけ、開講時期、授業内容
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を十分に把握し、「看護学概論」の科目目的や「看
護学原論」の科目目的との整合性という観点でから
「看護学概論」「看護学原論」で授業内容として取
り込むことの要否の判断、必要と判断された場合
は、授業内容の検討が重要になると思われる。この
検討は、看護の本質を明らかにすることに焦点をあ
てた授業設計となる科目名「看護学原論」の場合
は、特に重要になると思われる。
２　「看護学概論」「看護学原論」の授業内容への
示唆
１）「看護学概論」は授業内容が多岐にわたり、看
護学を概観する授業内容になっていること、「看
護学原論」は看護の本質を探究する授業内容が取
り込まれているが、それに加え、「看護学概論」
のような看護学を概観する授業内容も取り込まれ
ていることが明らかになった。その結果、「看護
学概論」と「看護学原論」は同じような授業内容
になっているといえる。このことより、「概論」
と「原論」の概念を再確認し、「看護学概論」の
場合、「看護学原論」の場合の授業内容の検討が
必要である。
２）「看護学概論」「看護学原論」の授業項目に
は、カリキュラム上「科目名」として設定される
ことの多い授業項目が含まれていることが改めて
明らかになった。このことより、「看護学概論」
「看護学原論」の科目目的との整合性の観点か
ら、「看護学概論」「看護学原論」にこれらの授
業項目を取り入れる要否の検討が必要である。
Ⅵ　研究の限界
　今回の研究は、看護学部または看護学科のある
263大学中、123大学のシラバスからの結果であるこ
とが研究の限界である。
Ⅶ　結論
　「看護学概論」「看護学原論」の授業内容の実態
として以下のことが明らかになった。
１　「看護学概論」と「看護学原論」は、若干の違
いはあっても同じような授業内容になっていた。
「概論」と「原論」の概念の違いを明確にしたう
えで、科目目的に適った授業内容を検討していく
必要がある。
２　「看護学概論」「看護学原論」の授業内容に
は、カリキュラム上「科目名」として設定される
ことの多い授業項目が含まれていた。「看護学概
論」「看護学原論」の科目目的との整合性の観点
からこれらの授業項目の要否を検討していく必要
がある。
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